
道交国(改築)第109-005-8号
国道439号社会資本整備総合交付金工事

ICT施工事例 資料－５
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工事名：道交国(改築)第109-005-8号 国道439号社会資本整備総合交付金工事

発注者：高知県 須崎土木事務所

工期：平成30年11月30日～令和元年8月5日

工事内容：土工(掘削)V=870m3 大型ブロック積A=408m2 仮設法面工A=337m2
暗渠排水工L=37.5m

工事場所：高知県 高岡郡 津野町 寺川

工事概要
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足場が悪く
丁張設置が
危険

重機の進入路
の丁張の撤去

床掘が複雑で土
量が少ないのに
時間がかかる

人力作業が
多く大変

掘削作業中は
常に測量

設計土量870m3 ICT対象工事外

施工箇所

ICT活用の検討
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全ての工程を内製化

現地点群データ・3次元設計データ作成ＵＡＶによる3次元起工測量

現地点群データ 3次元設計データ作成

点群データ作成
横断図の作成
土量の算出

設計データ作成
マシンデータ作成
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ＩＣＴ建機による施工

ミニバックホウMGによる床掘り

MG建機と従来機による並行作業

3次元設計データ

施工時の測量
作業の削減

人力作業
の削減

ICT建機で位置、
高さの確認
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ICT活用と取組み

実施年度 工 事 工種 土量 データ作成 使用機械 備考

平成28年度 国道197号道路改良工事 盛土工(路床) 510m3 外注・自社作成 振動ローラー2.5t級 対象外

平成29年度 国道439号道路改良工事 掘削工 6000m3 外注・自社作成 バックホウ0.8m3MC 対象工事

平成30年度 国道439号道路改良工事 掘削工 1900m3 外注・自社作成 バックホウ0.45m3MC 対象工事

令和元年

国道439号道路改良工事 掘削工 870m3 自社作成 バックホウ0.13m3MG 対象外

国道439号道路改良工事 掘削工 1490m3 自社作成 バックホウ0.45m3MC 対象外

県道四国カルスト公園線 240m3 自社作成 三次元データのみ作成 対象外

令和2年

国道439号道路改良工事 685m3 自社作成 三次元データのみ作成 対象外

国道439号道路改良工事 700m3 自社作成 三次元データのみ作成 対象外

国道439号道路改良工事 掘削工 2330m3 自社作成 バックホウ0.45m3MC 対象工事

平成28年度 ＵＡＶ、ICT関連ソフトの導入

令和2年度 TLSの導入

平成29年度より、全ての受注工事で3次元データを活用し
データ作成等のノウハウを蓄積。

土工以外の施工においても3次元施工データを活用。
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ICT活用と取組み

3次元施工データを構造物の据付に活用

土工事での活用

令和2年度作成3次元施工データ

平成29年度作成3次元設計データ
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0.0% 25% 75%0.0% 25% 75%25% 75%

ICT活用と通常施工

起工測量
(UAV測量)

設計・施工計画 施 工

作業日数・労務人員の作業比較

ICT活用 ICT活用 ICT活用通常施工 通常施工 通常施工

点群データ作成 現地横断検測 設計データ作成
マシンデータ作成

丁張設置
現地確認 マシンコントロール

機械による半自動制御
作業測量
丁張確認

40%削減

0.0% 100% 100% 100%

30%削減 50%削減
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ICT活用工事の現場見学会の実施

ICT活用工事の現場見学会 発注者と現地勉強会
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i-Construction大賞授賞

令和2年度 i-Construction大賞受賞いたしました。

今後もICTの普及、活用に積極的に取り組みます。
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ご清聴ありがとうございました。
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